
平成２５年度決算の概要 

 

市民の皆さんが納める税金や国・県からの補助金は、市民生活のためにさまざまな形で使われて

います。決算は、それらのお金が、皆さんの暮らしやまちづくりにどのように生かされたかをま

とめたものです。このたび、徳島市の平成２５年度決算がまとまりましたので、その概要をお知

らせします。 

 

【一般会計】 

 「一般会計」は、福祉・教育など市民生活全般に関わる基本的な事業を行う会計で、徳島市の

会計の中心となるものです。 

 平成２５年度の一般会計決算額は、歳入が９２９億７８６２万円、歳出が９１３億１６０５万

円でした（グラフ参照）。翌年度へ繰り越す事業に充てる財源を差し引いた「実質収支」は、４億

６７７５万円の黒字で、前年度の実質収支や財政調整基金への積み立てなどを除いた「実質単年

度収支」では、９８５４万円の黒字となりました。 

 また、市の貯金である財政調整基金と減債基金残高は、平成２５年度末で６０億３５９１万円

と、前年度より２億２３７０万円増加しました。 

 

歳入 

 歳入総額は、１２億１８４４万円増加しました。 

 その主な要因は、地方交付税が６億９３６１万円減少し、法人市民税の減により市税が２億１

６２万円減少した一方で、臨時財政対策債の増により市債が８億９００万円増加し、児童福祉費

県補助金の増により県支出金が６億２３１８万円増加したことなどによるものです。 

歳出 

 歳出総額は、９億６４９０万円増加しました。 

 その主な要因は、長期債元金償還金などの減により公債費が６億１２６９万円減少し、図書館

移転拡充事業費などの減により教育費が４億７４２４万円減少した一方で、街路事業費や公営住

宅建設費などの増により、土木費が１０億３２３７万円増加し、私立保育所整備費補助や介護給

付費・訓練等給付費などの増により、民生費が９億１８５２万円増加したことなどによるもので

す。 

 

 

 

（　）は構成比

一般会計決算額



【特別会計・企業会計】 

 一般会計とは別に、保険料など特定の収入を財源として特定の事業を行う場合に経理を明確に

するため設置している「特別会計」と、法律に基づいて地方公共団体が経営する水道やバス事業

などの「企業会計」があります。 

 

特別会計の決算 

 特別会計全体の歳入総額は６０１億２７１３万円、歳出総額は５８９億１１８４万円、歳入歳

出差引額は１２億１５２９万円の黒字となりました。これは、国民健康保険事業や介護保険事業

などの黒字によるものです。また、食肉センター事業は、平成２１年度に策定した経営健全化計

画に基づき、経営の健全化に努めたことにより本年度末に累積赤字を解消しました。 

企業会計の決算 

 総収益は１５７億４４０８万円、総費用は１５５億４６３２万円で差し引き１億９７７６万円

の黒字となりました。 

 これは、市民病院事業が赤字となりましたが、水道事業で黒字を確保できたことなどによるも

のです。 

 

 

表１　一般会計・特別会計決算額

歳入 歳出 歳入歳出差引額

９２９億７，８６２万円 ９１３億１，６０５万円
１６億６，２５７万円

(１１億９，４８２万円)

国民健康保険事業 ２７２億４，７３５万円 ２６６億５，６８９万円 ５億９，０４６万円

食肉センター事業 ３億２，４２７万円 ３億２，４２７万円

下水道事業 ６５億９，７７２万円 ６５億３，０５８万円
６，７１４万円

(３，７１６万円)

奨学事業 ２，２２２万円 １，６８６万円 ５３６万円

土地取得事業 １０億１，２１７万円 １０億１，２１７万円

住宅新築資金等貸付事業 １，７７４万円 １，６６５万円 １０９万円

介護保険事業 ２１８億６，６０９万円 ２１４億２，６７４万円 ４億３，９３５万円

後期高齢者医療事業 ３０億３，９５８万円 ２９億２，７６８万円 １億１，１９０万円

※注　歳入歳出差引額欄の（　）は、翌年度へ繰り越す事業に充てる財源

特別会計

区分

一般会計

表２　企業会計決算額

区分 総収益 総費用 純利益（△純損失）

中央卸売市場事業 ４億６，４５７万円 ４億９，１９２万円 △２，７３５万円

商業観光施設事業 ２億１，９３１万円 １億８，５９９万円 ３，３３２万円

土地造成事業 １，６７７万円 ４９１万円 １，１８６万円

水道事業 ４７億３，９５６万円 ４４億２，９８３万円 ３億９７３万円

旅客自動車運送事業 ８億６，８４１万円 ８億７，０１２万円 △１７１万円

市民病院事業 ９４億３，５４７万円 ９５億６，３５６万円 △１億２，８０９万円


